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身近な犯罪が激増!!身近な犯罪が激増!!

～ 防犯対策の強化を ～～ 防犯対策の強化を ～
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本
年
に
入
り
、広
域
強
盗
事
件
の
多

発
、外
国
を
拠
点
と
す
る
犯
罪
集
団
、繁

華
街
で
発
生
す
る
貴
金
属
対
象
の
強
盗

事
件
等
凶
悪
な
事
件
が
発
生
し
、治
安

が
良
い
と
さ
れ
る
日
本
に
お
い
て
も
、

体
感
治
安
の
悪
化
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
本
県
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、昨
年

一
年
間
で
八
、八
八
三
件
と
平
成
一
六

年
以
降
、一
九
年
連
続
で
減
少
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、全
国
に

目
を
向
け
る
と
、多
く
の
都
道
府
県
で

犯
罪
が
増
加
し
、二
〇
年
振
り
に
認
知

件
数
が
増
加
す
る
な
ど
、安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
状
に

あ
り
ま
す
。

　
今
年
に
入
り
、栃
木
県
で
も
、犯
罪
が

急
増
し
て
お
り
、自
転
車
盗
を
は
じ
め
、

住
宅
対
象
窃
盗
、車
上
狙
い
と
い
っ
た

犯
罪
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。具
体
的

に
は
、自
転
車
盗
は
ほ
ぼ
倍
増
、住
宅
対

象
窃
盗
は
五
〇
％
以
上
の
増
加
、車
上

狙
い
が
約
四
〇
％
の
増
加（※

）と
、人

流
の
回
復
に
伴
い
、犯
罪
の
増
加
傾
向

が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。（※

い
ず
れ

も
暫
定
値
）

　
こ
の
危
機
的
状
況
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
、去
る
五
月
二
六
日
か
ら
六
月

一
日
ま
で
の
一
週
間
を「
緊
急
犯
罪
抑

止
週
間
」と
定
め
、関
係
団
体
と
連
携
し

た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、県

民
の
皆
様
に
防
犯
対
策
の
強
化
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
も
、犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
注
意
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

不
審
な
事
が
あ
れ
ば
、迷
わ
ず
一
一
〇

番
通
報
す
る
な
ど
、地
域
の
安
全
に
目

を
向
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

犯
罪
発
生
件
数
の
激
増

　
　―

 

緊
急
犯
罪
抑
止
週
間
の
実
施 ―
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毎
年
七
月
は
、「
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す
。

　

令
和
四
年
中
の
県
内
に
お
け
る
非

行
少
年
の
検
挙
・
補
導
人
員
は
二
〇
九

人
で
、統
計
史
上
最
少
を
記
録
し
た
令

和
三
年
か
ら
五
人
の
微
増
と
な
り
、下

げ
止
ま
り
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、近
年
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て「
闇

バ
イ
ト
」「
裏
バ
イ
ト
」と
称
し
、仕
事

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、高

額
の
報
酬
を
示
唆
す
る
求
人
広
告
を

掲
載
し
、強
盗
や
特
殊
詐
欺
な
ど
の
実

行
犯
を
募
る
と
い
っ
た
実
態
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、実
際
に
こ
れ
ら
に
応
募

し
た
少
年
が
特
殊
詐
欺
や
強
盗
を
敢

行
し
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
警
察
で
は
、こ
う
し
た
情
勢
を
踏

ま
え
、サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

や
少
年
が
非
行
に
走
る
前
の
対
策
を

重
視
し
、小
学
生
の
段
階
か
ら
規
範
意

識
を
育
む
た
め
、
学
校
と
連
携
し
た

「
非
行
防
止
教
室
」や「
薬
物
乱
用
防
止

教
室
」を
重
点
施
策
と
し
て
推
進
す
る

と
と
も
に
、非
行
を
繰
り
返
す
お
そ
れ

の
あ
る
少
年
に
対
し
て
は
、積
極
的
に

手
を
差
し
伸
べ
農
業
体
験
活
動
な
ど

の
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
て
少
年
と

地
域
社
会
と
の
絆
を
構
築
す
る「
立
ち

直
り
支
援
活
動
」等
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
及
び
警
察
が
一

丸
と
な
り
、青
少
年
の
非
行
防
止
・
被

害
防
止
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。警
察
で
は
、「
非
行
少
年
を
生
ま
な

い
社
会
づ
く
り
」を
目
指
し
、県
民
の

皆
様
方
と
連
携
し
て
、次
の
取
組
み
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

　

県
民
の
皆
様
方
が
、
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
、健
全
育
成
及
び
有
害

環
境
の
浄
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
、広
報
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

②
有
害
環
境
浄
化
活
動
の
推
進

　

事
業
者
等
に
対
し
て
、未
成
年
者
へ

の
酒
類
・
た
ば
こ
販
売
等
の
防
止
、青

少
年
の
深
夜
立
入
制
限
の
要
請
等
、青

少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
浄
化
活

動
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、青
少
年
を

有
害
情
報
か
ら
守
る
た
め
、児
童
が
使

用
す
る
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
導
入
や
家
庭

で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
マ

ナ
ー
向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

③
地
域
ぐ
る
み
の
補
導
活
動

　

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
少
年

指
導
委
員
、学
校
等
関
係
機
関
、地
域

住
民
と
連
携
し
、未
成
年
者
の
飲
酒
や

喫
煙
、深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
不
良
行

為
の
早
期
発
見
、補
導
活
動
に
努
め
ま

す
。

④
各
種
相
談
の
充
実
強
化

　

少
年
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
対

応
し
、適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
、学
校
へ
の
出
張
相
談
室「
あ
し
た

ル
ー
ム
」の
開
設
や
、電
話
相
談
コ
ー

ナ
ー「
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
」に
よ
り
、少

年
の
保
護
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「
青
少
年
の
非
行
・

　
　
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

七
月
一
日（
土
）〜
七
月
三
一
日（
月
）

防
犯
協
会
の

　「
賛
助
会
員
」を

　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す

　

栃
木
県
防
犯
協
会
で
は
、
県
民
の
皆

様
の
ご
支
援
を
受
け
、

●
犯
罪
抑
止
と
被
害
防
止

●
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成

●
薬
物
乱
用
防
止

●
犯
罪
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
地
域
安
全
活
動
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　

さ
ら
に
充
実
し
た
幅
広
い
事
業
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
、
当
協
会
の
目
的

と
活
動
に
賛
同
さ
れ
る
方
の
ご
加
入
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
個
人
・

企
業
・
団
体
の
ご
加
入
の
問
い
合
わ
せ
は

こ
ち
ら
で
す
。

◎
会
費

  

年
間
一
口
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　

（
一
口
以
上
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

  

栃
木
県
防
犯
協
会

  

〇
二
八
（
六
六
六
）
七
七
〇
〇

  

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　6月5日（月）、宇都宮市のさくらんぼ幼稚園の園児と引率の先生の総勢
33名が当協会を訪れ、職員に対し、花束をプレゼントしました。
　これは、子ども達が花のように美しい心で、健やかに育ちますようにとの
願いを込めて、当該幼稚園が例年「花の日」の時期に合わせ、お世話になって
いる人に花束を贈り、感謝の気持ちを表わそうという趣旨から花束の贈呈
を実施しているものです。
　園児からきれいに咲き揃った
花束を受け取り、幼児誘拐防止係
の樋口指導員が心を込めて作成
したピカチュゥのメダル等をお礼
として手渡しました。

幼稚園児から花束のプレゼント幼稚園児から花束のプレゼント連載マンガ 
ふしぎの「フーちゃん」

作　神山 幹

　

栃
木
県
防
犯
連
絡
協
議
会
連
合
会

は
、去
る
六
月
九
日（
金
）、栃
木
県
警
察

本
部
に
お
い
て
、令
和
五
年
度
定
例
理

事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、峰
岸
会
長
、警
察
本
部

髙
木
生
活
安
全
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、特
殊
詐
欺
の
手
口
を
紹
介
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、そ
の
後
警
察
本
部
生

活
安
全
企
画
課
か
ら「
最
近
の
犯
罪
情

勢
と
そ
の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、「
今
後

の
防
犯
連
絡
所
の
運
営
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
」討
議
が
行
わ
れ
、活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度

栃
木
県
防
犯
連
絡
協
議
会

連
合
会
定
例
理
事
会
の
開
催

　

栃
木
地
区
防
犯
協
会
で
は
、
令
和
五  

年
五
月
一
二
日
、
栃
木
駅
に
お
い
て
栃  

木
警
察
署
員
、
栃
木
警
察
署
管
内
少
年  

指
導
委
員
、
栃
木
市
役
所
職
員
と
合
同  

で
、
駅
を
利
用
す
る
学
生
等
に
対
し
、  

自
転
車
の
盗
難
被
害
防
止
等
の
広
報
活  

動
を
実
施
し
た
ほ
か
、
駅
周
辺
の
徒
歩  

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
防
犯
啓
発
活
動
を  

実
施
し
ま
し
た
。

　

足
利
市
防
犯
協
会
は
、

今
年
に
入
り
県
内
で
自
転

車
盗
や
住
宅
対
象
窃
盗
事

件
が
多
発
し
て
い
る
た

め
、
栃
木
県
警
察
が
五
月
二
六
日

〜
六
月
一
日
を
「
緊
急
犯
罪
抑
止

週
間
」
と
し
た
こ
と
に
あ
わ
せ
、

足
利
警
察
署
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
虎
の
子
守
り
隊
」
と
合

同
で
、
六
月
一
日
に
ア
シ
コ
タ
ウ

ン
あ
し
か
が
に
お
い
て
、
チ
ラ
シ

や
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
し
、
注
意
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

足
利
市
防
犯
協
会

足
利
市
防
犯
協
会

栃
木
地
区
防
犯
協
会

栃
木
地
区
防
犯
協
会
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